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一一 緒 言

嚢 二鴻 上慶 治 郎 氏等'(結核 第14巻 第1號 、 同等

15巻 第1號)ハ 醤 學 的 二活 性 ナ ル 高 度不 飽 和炭

化 水 素SqualeneKCs.且5。)テ 便 宜 上Squalinト

命 名 シ、 此 ノSqualinテ 結 核 生 膿 二 注射 シテ

其 ノ流 血 中 ヨ リ形 態 的拉 二染 色的 二種 々相 テナ

ス攣 異 性 結 核 菌 テ培 養 スル ニ成 功 シ、 此 ノ菌 ラ

S.T菌 ト命 名 セ リ。S.T菌 ガ所 謂 定 型 的 結 核

菌 ヨ リ攣 異 シ タル モ ノナ ル コ トハ 既 二同氏 等 二

依 リテ細 菌學 的 、 病 理學 的拉 二血清 學 的 方 面 等

ヨ リ遺憾 ナ ク言登明 セ ラ レタル塵 ナ リ。

扱テ此 ノS.T菌 ガ結核凝集反慮菌液 トシテ臨

躰的二慮用 シ凝集慣低位ニ シテ適當ナ ラザ ル

コトハ就二鴻 .ヒ氏等(結 核第14巻 第1號)一 依

リテ述ベラレタル塵 ナルモ斯 クノ如キ攣異性菌

ガ結核凝集反磨上如何 ナル關係二在ルモ ノナル

カテ實験研究スルハ結核攣異性菌 ノ研究 二封 シ

テ必要且ツ興味 アル庭 ニシテ余ハS.T菌 及 ビ

定型的結核菌免疫血清二就 キテ交錯的凝集反慮

及 ピ抗盟吸牧實験ラ行 ヒタル結果 テ舷二報告 セ

ン ト ス
。

(二)使用凝集反磨用菌液及ビ實験方法

1.使 用 凝 集 反 慮 用 菌液

結 核 菌 々液:

余 ハ 先 二 「ア ル カ リ」卵 黄蛋 白 水培 養 基 中 二培 養

シテ李等 二獲 育 セ シメ タル人 型 結 核 菌 テ培 養 基

ノマ ・使 用 ス(詳 細 ハ結 核 第14巻 第1號 及 ビ同

巻 第12號 蓼 照)。 此 ノ菌 液 テ便宜 上 以 下 且.K

ト記 載 スル コ ト・セ リ。 尚 又 定 型 的 結 核 菌 々液

トシテ「グ リセ リン、 ブ イオ ン」液 面 上 二嚢 育 シ

タル人 型 結 核 菌 テ灘 熱1000C二 殺 菌 シテ乾燥 粉

末 トシタ ルモ ノテ滅 菌 牛理 的 食 臨 水 ラ滴 下 シツ

ツ瑞 磯乳 鉢 中 二磨 潰 シ生理 的 食盤 水 二浮 游 セ シ

メ輕 ク遠 心器 二致 シタル 上部 乳 濁 液 二 〇.5%ノ

割合 二「カル ボー ル」テ添 加 シ タル モ ハ 適 量 テ

凝 集用 菌液 トシテ必 要 二慮 ジ テ使 用 セ リ。

S.T菌 々液:

S・T菌 ハ其 ノー 株(重 田)ナ 選 ピ 其 ノ 普 通 寒 天

斜 面 、∫ペ トロッフ」培 地 上 及 ビ「グ リ セ リ ン、 プ

{オ ン」液 面 上 等 二登 育 シタ ル モ ノテ 適 度 一生

理 的 食臨 水 二浮 游 セ シ メ之 二〇.5%ノ 割 合 二 「カ

ル ボー ル」テ添 加 シタル モ ノテ 使 用 ス
。 普 通 寒
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天斜面及 ピ「ペ トロ.フ」培地上二嚢育 シタルモ

ノハ600C30分 間浴槽中二殺菌 シ「プリセリン、

ブイオン」液面上二嚢育 シタルモノハ之 テ漁熱

100。C二殺菌 シテ乾燥粉末 トシタルモノテ滅菌

生理的食盤水 テ滴下 シツ・璃璃乳鉢中二磨潰 シ

生理的食盤水二浮游 セシメ輕 ク遠心器 二掛 ケタ

ル後、其 ノ上部乳濁液 テ菌液 トシテ使用 セリ。

2.實 験方法

免疫實験動物 トシテハ健康家兎テ選 ビ発疫前 二

各 く菌二封 スル正常凝集素 テ検 シタル後、1頭

テ封照 トシ他 ノ3頭 ニハ人型結核死菌 テ他 ノ3

頭=ハS.T菌 死菌 テ耳静脈 ヨリ増量 的二注射

シテ最後 ノ注射 ヨリ1週 間 目二探血 シテ再 ビ結

核菌及 ピS.T菌 二封 スル凝集反慮債 ノ動揺テ

検 シタリ。而 シテ是等 ノ免疫血清二就 キテ更二

交錯的抗盟吸牧 テ行 ヒタル後、再 ピ各 ヒ菌液二

封 スル凝集反慮 テ行 ヒ所謂定型的結核菌 トS.

T菌 トハ凝集他磨上如何 ナル關係=在 ルカテ實

験セ リ。

凝集反癒 ノ結果判定ハ37。Cノ 艀卵器中二24時

間放置後肉眼的二明カニ試験管々底 二凝集菌塊

テ認 ムルモノテ陽性 トセリ。帯、升、十ハ其ノ

強弱度 テ示 シ±ハ疑問反鷹、一ハ陰性ナリ。

(三)結核菌兎疫血清ノST菌 疑集反慮

實 験 家 兎 第9號 ハ免 疫 前 二探 血 シテH.K及 ビ

S.T菌 二封 ス ル 正 常 凝 集 償 テ検 シ タル後 、 人

型結 杉 菌1篠 原)テ 生 理 的 食 盤 水 二浮 游 セ シメ殺

菌 シタル モ ノ テ1.5、3.0、6・Omgノ 順 二1週

間 ノ間 隔 テ置 キ テ耳 静脈 ヨ リ注 射 シ最後 ノ注 射

ヨ リ1週 間 目 二 探 血 シテ 且.K及 ビS.T菌

テ以 テ凝 集 反 慮 テ行 ヒ タル ー 且.K二 封 シテ ハ

著 明 二凝 集 素 ノ産 生 テ認 メ タル モ普 潭 寒 天 斜 面

上 獲 育S.T菌 二封 シテハ凝 集 素 産 生 テ認 メ ズ

「猿 トロ,,・フ」及 ビ1グ リセ リン・ブ ィオ ン」濯 面 獲

育 菌 ニ シ封 テ僅 カニ凝 集 素 テ産 生 スル テ認 メ タ

リ。 實 験 家 兎 第10號 ハ免疫 前 二探 血 シテ 且.K

及 ビS.T菌 二封 スル 正 常 凝集 素 テ検 シ タル後 、

第9號 ト同様 人 型 結 核 菌(篠 原 戸 注 射 シ免 疫 後

二再 ビ 且.K及 ピS.T菌 ラ以 テ 凝 集 反 慮 テ

第1表

検 シタル ニ 第9號 同様H.K二 封 シテ ハ 著 明

二凝 集 素 テ産 生 シ普 通 寒 天 斜 面 上 二登 育 シタル

S.T菌 ハ之 テ凝 集 セ ズ 「ペ トロッフ」培 地 上 二嚢

育 シタ ルS.T菌 ハ僅 カニ凝 集 シ「グ リセ リ ン、

ブfオ ン」液 面 上獲 育S.Tハ 之 テ 相 當 度 二凝

集 ス(第1表 滲 照) .。

家 兎 第18號 ハ 死 入型 結 核 菌(三 宅)ノ 滅 菌 生 理
ロ

的 食 盤 水 俘 游 液 ト シタ ル モ ノ テ 菌 量 約5、10、

20mgノ 順 二1週 間 ノ間 隔 テ置 キ テ 注 射 シ最 後

ノ注 射 ヨ リ1週 間 目 二探 血 シ タル モ ノニ シテ普

通 寒 天斜 面 上 褒 育S.T菌 ハ殆 ン ド之 テ凝 集 セ
ゴ ロコ

ザ ル モ 「グ リセ リ ン、 ブ イ オ ン」液 面 上 登 育S.

T菌 二封 シテハ相 當 度 二凝 集 素 テ産 生 スル テ認

ム(第1表 参 照)。
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(四)S・T菌 兎疫血清ノ結核凝集反慮

實 験 家 兎 第11號 及 ビ16號 ハ免 疫 前 二探 血 シ テ

H.K及 ピST菌 二封 ス ル正 常 凝 集 素 テ検 シ

タル後 、 「ペ トロ.]つ」培 地}:二 登 育忠 ルS.T菌

ノ殺菌 シタ ル モ ノテ0.5、1.O、2.Omgノ 順 二1

週 間 ノ間 隔 ラ置 キ テ耳 静 脈 ヨ リ注 射 シ最 後 ノ注

射 ヨ リ1週 間 目 二探 血 シテ再 ビH.K及 ビS.

T菌 二封 ス ル凝 集 素 産 生 状 態 ラ検 シタ ル ニ第2

表 ノ如 クS.丁 菌 凝 集 素 ト 同時 一 且.K菌 二

封 ス ル凝 集 素 ラ高 度 二産 生 シタ ル テ認 ム。

家 兎 第131號 ハ 「グ リセ リ ン、 ブ ィオ ン」液 面 上

二獲 育 シ タルS.丁 菌 テ1黒熱100。C二 殺 菌 シテ

乾 燥 粉 末 トナ シ タル モ ノテ滅 菌 生 理 的 食 盤 水 一

俘 游 液 トナ シ菌 量 約3、5、10mgノ 順 二1週 間 ノ

間 隔 テ以 テ耳 静 脈 ヨ リ注 射 シ最 後 ノ注 射 ヨ リ1

週 間 目 二探 血 シ タル モ ノニ シテ 同菌 拉 二 且.K

結 核 菌 二封 シテ高 度 ノ凝 集 素 ノ産 生 テ示 スモ 同

一S .T菌 ト錐 モ普 通 寒 天 斜 面 上 二獲 育 シタル

モ ノテ凝 集 スル コ ト甚 ダ シ ク低 假 ナ リ。
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(五)S・T菌 見疫血清凝集素吸牧實験

S.丁 菌 免 疫 血 清 ハ同菌 二 封 シテ ノ ミナ ラズ定

型 的結 核 菌 二封 シテ モ高 度 ノ凝 集 素 テ産 生 ス.

余 ハ 此塵 二産 生 セ ラ レタル凝 集 素 ハ雨 菌 ト如 何

ナル 關係 二在 ル カ テ知 ラ ン ト シテS.丁 菌 ト定

型 的結 核 菌 トテ以 テ凝 集 素 テ吸 牧 シ タル後 、 再

ビS・T及 ビ定型 的 結 核 菌 二封 ス ル凝 集 反 慮 テ

施 行 セ リ。

本 實験 二使 用 シタルS.T菌 免 疫 血 清 ハ前 記 第

11號 及 ピ第131號 家 兎S.丁 免 疫 血 清 ナ リ
。

凝 集 素 吸牧 二使 用 スルS.T菌 ハ普 通 寒 天 斜 面.

「ペ トロ
ッフ」及 ビ「グ リセ リ ン、プ ィ オ ン」液 面 上

等 二嚢 育 シタル菌 テ使 用 ス ル コ ト・セ リ。 蓋 シ

S.丁 菌 ハ慶 異 性 二富 ム菌 ナル テ 以 テ 培 養 基 ノ

異 ナ ル ニ從 ヒテ菌 ノ性質 テ多 少 異 一 ス ル テ以 テ

ナ リ。 普 通寒 天 斜 面 二登 育 シ タル モ ノハ培 養 日

敷3日 前後 ノ生 菌 、「ペ トロッフ」培 地 上 二嚢 育 シ

タル モ ノハ培 養 日数10日 前 後 ノ 生 菌 ラ 以 テ吸

牧 實 験 二供 シ、 「グ リセ リ ン、 ブ ィオ ン」液 面 二

鮪 シタル モ ノハ 充 分 ヨ ク 嚢 育 シ タル そ爆 熱

100。C二 殺 菌 、 乾 燥粉 末 ト シテ 貯 藏 シタル モ ノ

テ使 用時 璃 磯 乳 鉢 中 二磨 潰 シテ被 検 血 清 トヨ ク

混 和 セ シメ タ リ。

凝 集 素 吸牧 用 定 型 的 結 核 菌 トシテ ハ人 型 結 核 菌

(三宅 株)ノ 「グ リセ リ ン、 プ ィオ ン」液 面 上 二登

育 シタル モ ノテ漁 熱100。C二 殺 菌 乾 燥 粉 末 トシ

タ ルモ ノテ使 用 セ リ。 使 用 時璃 瑞 乳 鉢 中 二被 検
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血清 トヨク磨潰混和 セシメタリ..

凝集素吸牧方法ハ被検免疫血清テ生理的食盤水

ラ以テ10倍 二稀程 シタルモノニ上記3種 ノ培

養基上二褒育 シタルS.丁 菌或ハ定型的結核菌

テ充分二加へ37。Cノ 重量煎中 一2時 間時々輕

ク振量 シ吸牧 シタル後、24時 間室inN・・=放置、強

力遠心沈澱 シタル後、上清血清二就キテ再 ビS.

T菌 及 ピ定型的結核菌々液 テ以 テ凝集反慮 テ施

行 セリ.

凝集反慮 ノ結果'・37。C24時 間後 ノ成績ナリ。

吸牧 ラ行 ハザル封照原免疫血清ハ生理的食盤水

ニテ10倍 二稀繹 シ吸牧 二使用 シタル 血清 ト全

ク同一條件二置キタル後、封照 トシテS.T菌

及 ビH.K菌 液 テ以 テ凝集反慮 テ行 ヒタリ.

實験成績

S.T菌 免疫血清ガ同菌凝集素 ト同時二定型的

結核菌二封 スル凝集素テモ高度二産生 シS.T

菌免疫血清 テ普通寒天斜面上二褒育 シタル 蝕

T菌 テ以 テ吸牧 シタル後 ニハ 定型的結核菌凝

集素ハ殆 ンド吸牧前 ト同等度二存在 シ「ペ トロ.

フ」培地上嚢育S.丁 菌 テ以 テ吸牧 シタル場合

ハS.T菌 凝集素 ト同時 二定型的結核菌凝集素

ノー部 ガ吸牧 セラレ「グリセリン、 ブイオン」液

面上獲育S.丁 菌ニテ吸牧 シタル時ハS.丁 菌

凝集素 ト同時 二定型的結核凝集 ノ殆 ンド全部 ガ

同時二吸牧 セラル(第3表 参照)。

扱テS.丁 菌免疫血清 テ人型結核菌(三宅株)ニ

テ吸牧 シタル後 ノ血清二就キテS.T菌 凝集反

慮テ行 フニ定型的結核菌凝集素 ト同時 二「グリ

セリン、 プ4オ ンJ液 面上登育S.T菌 凝集素

テモ著 シク吸牧除去スルテ認ム(第4表 蓼照〉。

第3表S.T菌 免疫血清 ヲS.T菌 ニテ吸牧後 ノ凝 集反慮

血 1凝 集 反 慮 便 血 鎮
清 吸 牧 菌 別 菌 液 別 清 兀

別 2・14・i8・1・6・132・164・1・28・1256・15・2・110240120弼0 封
照

封
照
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(六)結核兎疫血清凝集素吸牧實験

此塵二使用セル結核免疫血清ハ第10號 家兎結

核免疫血清(前記ト シテ人型結核菌(篠原株》死

菌 テ以テ免疫 シタルモノナリ。

凝集素吸牧元 トシテ使用 シタルS.T菌 及 ビ定

型的結核菌 ハS.T菌 発疫血清凝集素吸牧實験

二使用 シタルモ ノト同様 ニ シテ吸牧方法及 ピ實

験操作方法等 ハ全 クS.T菌 発疫血清凝集素吸

牧實験 ノ際 ト同一ナリ.表 中三宅菌 トアルハ人

型結核菌ニシテ「グリセリン、ブィオン」液面上

二磯育セシメタルモ ノ飛熱熱二100。C-=殺 菌 シ

第5表

テ乾燥粉末 トシタルモ ノテ璃璃乳鉢中二滅菌蒸

溜水 テ滴下 シツ・ヨク磨潰 シ輕 ク遠心 シテ上部

ノ乳濁部ラ凝集用抗元 トシテ使用セリ。

實験成績

定型的結核菌テ以テ家兎テ免疫 スレバ同菌二封

シテ ト同時二S.T菌 二封 シテモ低度ナガテ凝

集素 ラ産生スルコトハ既二前述 セリ。此 ノ結核

菌免疫血清デ普通寒天斜面上二登育 セルS・T

菌ラ以テ吸牧 シタル時ハ定型的結核菌凝集素ハ

殆 ニド吸牧 セラレザ ルモ「ペ トロ・フ」培地上登

結 核免疫血 清 ヲS.T菌 ニテ吸牧 後 ノ凝 集反鷹

↑
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育 菌 子以 テ吸牧 シタル場 合 ハ定 型 的 結 核 菌 凝 集

素 ハ梢 賜 星度 二吸牧 セ ラ レ「グ リセ リ ン、プ ィ オ

ン」液 面 上獲 育 菌S。Tテ 以 テ 吸 牧 シ タル際 ニ

ハ定 型 的結 核 凝 集 素 ハ著 シ ク 吸 牧 セ ラル(第5

表蓼 照1。

即 チ以 ヒノ結 核 免 疫 血 清 ラS.T菌 テ以 テ吸 牧

シタル實 験 ノ結 果 ハS.T菌 免 疫 血 清 中 二産 生

セ ラル ・定型 的 凝 集 素 テS.T菌 ラ以 テ吸 牧 シ

タル場 合 ノ成 績 トヨ ク合致 ス.

吹 二結 核 発疫 血 清 凝 集 素 子結 核 菌 テ以 テ吸 牧 シ

タ場 合S.T菌 凝 集 素 ガ如何 ナ ル關 係 二在 ル ヵ

テ實 験 シタ ル ニ第6表 二示 セル如 クS・T菌 凝

集 素 ハ殆 ン ド吸牧 セ ラル ・チ認 ム。 弦 二使 用 シ

タル結 核免 疫 血 清 ハ人 型 結 核 菌(篠 原 株)テ 以 テ

冤疫 シタル第10號 結 核 免 疫 血 清 ニ シテ 凝 集 素

吸牧 二使 用 シタ ル結 核 菌 ハ三 宅 株 ニ シテ第6表

ノ如 ク三宅 株 テ以 テ吸 牧 ス レバ 三宅 株 二封 スル

凝 集 素 ハ完 全 二吸 牧 除 去 セ ラル ・ ト同 時 二結 核

菌((H.K)及 ビCii.T菌 二封 スル 凝 集 素 ガ同 時

二吸 牧 除 去 セ ラル。

(七)結核正常疑集素吸牧實験

山 羊 血 清 ハ定 型 的 結 核 菌 二封 シテ正 常 凝 集 素 テ

有 ス ルモS.T菌 二封 シテ ハ凝集 反 慮 ハ 肉 眼 的

二凝 集 菌 塊 テ認 メ=ズ。 試 ミニ 余 ハ 山 羊 血 清 テ

S.T薗 ニ テ吸牧 シ タ ル 後 再 ビ 定 型 的 結 核 菌 二

封 スル凝集 償 ラ検 シタル ∴第7表 二示 ス如 ク吸

牧 後 ノ凝 集 償 ハ吸牧 セザ ル血 清 ノ凝 集 償 ト同一

ナ リ。 即 チ定 型 的結 核 菌 二封 スル結 核 正 常 凝 集

素 ハS.T菌 二依 リテ吸 牧 セ ラ レズ。

蓋 シ山 羊 血清 ハS.T菌 二封 シテ正 常 凝 集 素 ラ

有 セザ ル モ ノー シテ寧 ロ常 然 ノ結 果 ナ リ ト思 惟

ス ・
o

第7表 結核正常凝 集素 ヲS・T菌 ニテ
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凝 集 反 慮 陰 性 ナ リ。

(八)総 括

元 來凝 集 反 慮 二於 テハ凝 集 菌 液 ノ菌形 及 ビ其 ノ

菌 龍 成分 等 ノ相 異 二依 リテ被 凝 集 性 二難 易 ノ ア

ル コ トハ… 般 周 知 ノ コ トー シテ菌 株 ノ相 異 二依

リテハ勿 論 、 同一 菌 株 ト錐 モ培 養 條 件 等 二依 リ

テ其 ノ被 凝 集 性 ノ頗 ル不 良 ナ ・レモ ノラ生 ズ。 況

ンヤ結 核 菌 ノ如 ク憂 異 性 二富 ム菌 二於 テ ハ爾 更

其 ノ感 ラ深 ク ス。 襲 二鴻 上 氏 ハS.T菌 ノ種 々

ノ攣 異 相 ニ アル菌 テ以 テ免 疫 血 清 ラ製 シ各 々菌

テ以 テ交錯 的 凝集 反慮 テ試 ミタ ル ニ或 ル攣異 相

ノ免 疫 血 清 二封 シテ殆 ン ド凝 集 セ ラ レザ ル攣 異

相 ノ菌 アル テ述 べ結 核 凝 集 反慮 ノ容 易 ナ ラザ ル

コ トテ論 ケ リ。 余(結 核 第14巻 第12號)モ 亦 先

二結 核 凝 集 反 慮 ノ研 究 二際 シテ使 用菌 液 ノ菌 形

及 ビ其 ノ菌艦 成 分 等 二注意 スベ キ コ トテ述 ベ タ

リ。

S・T菌 ガ結 核 凝 集 反 慮 上 如何 ナ ル 立 場 二 在 ル

カ テ知 ラ ン トシテ余 ガ行 ヒ タル實 験 ノ結 果 、 特

r.興 味 アル塵 ノモ ノハS .T菌 免 疫 血清 ハ同 菌

二封 スル凝 集 素 ト同時 二定 型 的結 核 菌 二封 スル

凝集 素 テモ高 度 二産 生 ス ル コ トニ シテS.T菌

二封 λル凝 集 素 ハ普 通 寒 天斜 面
、「ペ トロソフ」及

ピ「グ リセ リ ン、 ブ イオ モ 液 面 上 二登 育 シタ ル

何 レノS・T菌 ニ テモ完 全 二吸 牧 ヒラ レル_モ

拘 ラズ此 慮 二産 生 セ ラ レ タル定 型 的 結 核 菌 凝 集

素 ハ普 通 寒 天斜 面 止登 育S.T菌 ニ テハ殆 ン ド

吸牧 セ ラレズ、「ベ トロッフー培 地 上発 育S.T菌
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ラ以 テ ス レバ梢 賜 星度 二 吸 牧 セ ラ レ,「 グ リセ

リ ン.ブ 材 ン」液 面 上 登 育S.T菌 二依 リテハ

殆 ン ド縮 テ吸 牧 セ ラル。 此 ノ事 實 ハ普 通 寒 天 斜

面 上 登 育S.T菌 ハ所 謂 定型 的結 核 菌 ヨ リ其 ノ

憂 異 度 テ檜 シ「グ リセ リ ン、 ブ イ オ ン」液 面 上 登

育S.T菌 ハ 定型 的結 核 菌 二近 ヅ キ タ ル攣 異 相

ニ ア ル モ ノ ト解 繹 スベ キ モ ノ ト思 惟 ス。 而 シテ

定 型 的結 核 菌免 疫 血清 中 二産 生 セ ラル ・定型 的

結 核 菌凝 集 素 ハ普 通 寒 天斜 面 上 登 育S.T菌 二

依 リテ殆 ン ド吸 牧 セ ラ レザ ル モ 「ペ トロソフ」培

地 上登 育S.T菌 ニ テハ梢 賜 星度 二吸 牧 セ ラル

ル テ認 メ 「グ リセ リ ン、プ ィオ ン」液 面 登 育S.T

菌 二依 リテ ハ著 シ ク吸牧 セ ラ レS.T菌 免 疫 血

清 テS.T菌 ニ テ吸 牧 シタル際 ノ定型 的 結 核 菌

凝 集 素 ノ態 度 ト全 ク ヨ ク類 似 ス。

要 ス ル ニ以 上 ノ結果 ヨ リS.T菌 ハ定 型 的結 核

菌 ヨ リ攣 異 シ タル菌 ナ ル コ トテ窺 知 ス ル ニ充 分

第8

ナリト信ズルモS.T菌 ハ其 ノ菌形及 ピ菌膣成

分物質等ハ定型的結核菌 ト同一ナ ラザルベ ク從

ツテ雨者 ノ免疫血清 ヨリ雨菌二封 スル凝集素ラ

交錯的二完全二吸牧 セシムルコ トハ寧 ロ不可能

1コ トナリ。余ハ人型結核菌(三宅株)テ 以テ免

疫 セル免疫血清 テ同菌 テ以テ吸牧 シタルニ第8

表 ノ如ク三宅菌見疫凝集素ハ三宅菌ニテヨク吸

牧 セラル ・モ三宅菌吸牧後 ノ血清ハ爾ホ他株結

核菌(H.K)テ 高度 二凝集 スル凝集素テ残在ス。

篠原菌冤疫血清テ三宅菌 ニテ吸牧 シタル場合ハ

同菌凝集素 ト同時二結核菌(H.K)凝 集素モ全

ク吸牧 セラレタ リ。即チ甲結核免疫凝集素 テ甲

菌ニテ吸牧 シタル場合ニモ爾ホ乙結核菌二封 ス

ル凝集素 テ残在スル場合 アリ。是 レ蓋 シ結核菌

ノ多型性 テ物語 ルモノニ シテ結核凝集反慮 ノ如

何 二複雑ナルカラ思ハ シム。
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(九)結 論

1)S・ 丁菌家兎免疫血清中 二定型的結核菌凝

集素テ高度二産生ス。

2)定 型的結核菌免疫血清中二S.T菌 凝集素

テ産生 ス。而 シテ「グリセ リン、 プィオン」液面

上蛋育S.T菌 テ最モヨク凝集 シ普通寒天斜面

上登育S.T菌 ハ殆 ンド凝集 セズ。

3)S.T菌 免疫血清中二産生 セラル・定型的

結核菌凝集素 ハ 同血清ラ「グリセリン、 プィオ

ン」液面上登育S.T菌 ニテ吸牧 スルコ トニ依

リテ除 去 セ ラル ・モ普 通 寒 天斜 面 上 登 育S.丁

菌 ニ テ ハ 吸 牧 セ ラ レズ 「ペ トロ.フ 」培 地 上 褒 育

S.T菌 ニ テハ僅 カ ニ 吸 牧 セ ラ ル ・二過 ギ ズ。

4)S・T菌 免 疫 血 清 テ 人 型 結 核 菌 ニ テ 吸 牧 ス

レバ 同 血 清 中 ノ 定 型 的結 核 菌 凝 集 素 ト 同時 二

「グ リセ リ ン、 プ1オ ン」液 面 上 褒 育S .丁 菌 凝

集 素 ラ著 シ ク吸 牧 ス レ ドモ普 麺 寒 天斜 面 上褒 育

S.T菌 凝 集 素 ハ殆 ン ド影 響 テ蒙 ル ラ認 メズ。

5)「 グ リセ リ ン、 プ ィオ ン」液 面 上嚢 育S.T
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菌ニテ冤疫 シタル家兎免疫血清中ニハ同菌凝集

素及 ピ定型的結核菌テ高度二凝集 スル凝集素テ

産生 スルモ普通寒天斜面上登育S.T菌 テ凝集

スルコ ト甚ダ シク低償ナ リ。

6)定 型的結核菌家兎免疫血清テ「グリセリン、

プィオン」液面上登育S.T菌 ニテ吸牧 スレバ

該血清中ノ定型的結核菌凝集素テ著 シク吸牧 ス

ルモ普通寒天斜面上登育S.丁 菌ニテハ殆 ンド

吸牧 セラレズ「ペ トロ。フ」培地上獲育S.T菌

二依 リテハ梢 賜星ク吸牧 セラル。蓋 シ普通寒天

斜面上登育S・T菌 ハ攣異度二於 テ所謂定型的

結核菌ヨリ遠ザカリ「グリセリン、 ブイオン」液

面上嚢育S.T菌 ハ定型的結核菌二近 ヅキタル

攣異相二在ルモノト思惟ス。

7)定 型的結核菌免疫血清テ同菌ニテ吸牧 スレ

バ同菌凝集素 ト同時二該血清中ノS .T菌 凝集

素テモ吸牧 ス。

8)山 羊 ノ結核正常凝集素ハS.T菌 二依 リテ

吸牧 セラレズ。

9)S・T菌 ハ定型的結核菌 ノ憂異性菌 ニ シテ

菌形及 ビ菌膿成分物質ガ定型的結核菌 ノ其 レ ト

同一ナラザルテ以テ雨免疫血清 ヨリ爾菌二封 ス

ル凝集素 テ交錯的二完全二吸牧除去 セシムルコ

トハ寧 ロ不可能 ノ事 ニシテ余 ノ實験二依 レバ同

一人型結核菌 ト錐モ甲人型結核菌免疫血清 ヨリ

甲菌凝集素テ吸牧 シタル後二爾ホ乙人型結核菌

テ高度二凝集スル凝集素ラ残存 スル揚合 アルテ

認メタリ。是 レ結核菌 ノ多型性二依ルモ ノナル

ベク結核凝集反庶 ノ如何 二複雑 ナルカテ窺知 ス

ルニ足ル。


